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令和元年度 決算概要 
 

 

愛媛県信用農業協同組合連合会 

 

 

 本日の経営管理委員会において承認された令和元年度の決算概要については、

以下のとおりです。 

 当会の貯金残高は、県内ＪＡからの預り金の増加により、1 兆 6,513 億円(前

年比＋0.8％)となりました。運用資産のうち、貸出金は927億円(前年比＋1.0％)、

有価証券は 5,438億円(前年比▲7.9％)、農林中央金庫等への預け金は 1兆 583

億円(前年比＋4.3％)となりました。 

 損益につきましては、預け金および有価証券等の効率運用を行いましたが、

運用利回りの低下や有価証券売買損益の悪化等を主因として、経常利益は 4,191

百万円（前年比▲20.5％）、当期剰余金は 3,692百万円(前年比▲15.7％)となり

ました。 

なお、本業のもうけを示す業務純益は、4,346百万円(前年比▲13.4％)となり

ました。 

 金融再生法による開示債権残高は 48 百万円と前年比 14 百万円減少し、開示

不良債権比率は 0.05％(前年比▲0.01 ﾎﾟｲﾝﾄ)となりました。この不良債権額に

ついては優良保証等により保全されており、経営に与える影響はありません。 

 単体自己資本比率は 16.81％(前年比▲1.32 ﾎﾟｲﾝﾄ)となりました。 

 

 令和 2 年度(単体)は、有価証券の運用環境が厳しいことなどから、経常収益

16,102 百万円(前年比▲10.0％)、経常利益 3,163 百万円(前年比▲24.5％)、当

期剰余金 2,904百万円(前年比▲21.3％)を見込んでいます。 

 

 当会は、今後とも一層の財務体質の健全化と強化に努め、県内のＪＡバンク

の安定的運営に寄与することにより、愛媛農業の振興と地域の発展に貢献して

参ります。 

 

別添「令和元年度決算概況」参照 

 

以 上 



【単体】 （単位：百万円、ポイント）

注１） 1,651,392 0.8% 13,714

1,058,398 4.3% 43,364

543,807 ▲ 7.9% ▲ 46,745

92,746 1.0% 948

注２） 1,791,949 0.6% 10,885

70 ▲ 77.2% ▲ 237

17,893 ▲ 9.9% ▲ 1,962

4,191 ▲ 20.5% ▲ 1,083

3,692 ▲ 15.7% ▲ 689

注３） 4,346 ▲ 13.4% ▲ 674

注４） 2,601 ▲ 58.2% ▲ 3,624

その他有価証券評価差額金 2,356 ▲ 58.8% ▲ 3,368

繰延ヘッジ損益 245 ▲ 51.0% ▲ 255

16.81% － ▲ 1.32

2.70% － 0.00

破産更生債権及びこれら
に準ずる債権

0 ▲ 100.0% ▲ 3

危 険 債 権 48 ▲ 18.1% ▲ 10

要 管 理 債 権 - - -

(小計) 48 ▲ 23.1% ▲ 14

( 総 資 産 に 占 め る 割 合 ) 0.00% － 0.00

(貸出債権に占める割合) 0.05% － ▲ 0.01

正 常 債 権 92,963 1.1% 967

計 93,011 1.0% 953

＜令和２年度事業計画値＞

16,102 ▲ 10.0% ▲ 1,791

3,163 ▲ 24.5% ▲ 1,027

2,904 ▲ 21.3% ▲ 787

注１） 貯金残高には、譲渡性貯金を含んでいます。

注２） 総資産残高は、「貸借対照表」の資産の部の合計額です。

注３） 業務純益は以下の算式によって算出しています。

　　　  業務純益 ＝ 事業収益 － （事業費用 － 金銭の信託運用見合費用） － 一般貸倒引当金純繰入額

注４） 評価・換算差額等合計は、税効果相当額を控除した値です。

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

令和元年度対比

経常収益

経常利益

当期剰余金

自 己 資 本 比 率

普 通 出 資 配 当 率

金
融
再
生
法
開
示
債
権

経 常 利 益

当 期 剰 余 金

業 務 純 益

貯 金 残 高

貸 出 金 残 高

総 資 産 残 高

貸 倒 引 当 金

経 常 収 益

預 け 金 残 高

有 価 証 券 残 高

令和元年度　決算概況

前 年 度 比

増減率 増減額等
備　　考金 額 等



【参考１】　損益の状況

4,327 ▲ 1,723 6,051

13,697 ▲ 2,644 16,341

9,369 ▲ 921 10,290

19 ▲ 9 28

688 1,227 ▲ 539

2,094 ▲ 82 2,176

234 157 76

- - -

929 ▲ 720 1,650

1,366 ▲ 284 1,650

▲ 436 ▲ 436 0

▲ 0 ▲ 0 ▲ 0

86 ▲ 97 183

4,191 ▲ 1,083 5,275

▲ 0 ▲ 0 ▲ 0

4,190 ▲ 1,084 5,274

3,692 ▲ 689 4,381

（注1）その他事業収支およびその他経常収支は、有価証券売買損益および貸倒引当金繰入
     　等の数値を除いています。

当 期 剰 余 金

（単位：百万円）

金 融 派 生 商 品 損 益

資 金 収 支

資　金　運　用　収　益

資 金 調 達 費 用 ( ▲ )

役 務 取 引 等 収 支

そ の 他 事 業 収 支 （ 注 １ ）

経　　  　  　費   　　　　（▲）

貸倒引当金繰入費用(▲）

有価証券関係売買損益

国 債 等 債 券 関 係

株 式 等 関 係

R1年度決算

そ の 他 経 常 収 支 （ 注 １ ）

H30年度決算

令和元年度　決算概況　（参考資料）

経 常 利 益

特 別 損 益

税 引 前 当 期 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

前年対比

【参考２】　金融再生法債権区分に基づく保全状況

担保 保証 貸倒引当金 計

48 - 40 - 40 7

- -

計

要 管 理 債 権 - - - -

48 - 40 - 40 7

- -

危 険 債 権

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 - - - -

（単位：百万円）

債権区分 債権額
保全額 保全額

控除後
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